
 

 

地域医療連携室からのお知らせ 
     

                  .   
4 月の診療報酬改正により、地域連携システムなどによるネットワークを介した診療情報の閲覧 

により診療にお役立て頂いた場合に、１回の診療情報提供に対し、１回限り電子的診療情報評価 

料算定（30点）を算定頂くことが可能になりました。現行、当院の環境下が算定に適した環境 

かを確認中にはなりますが、この機会に改めて機能をご紹介させていただきます。 

導入に際して、ご検討の材料になれば幸いです。 

  

・参照可能項目 

放射線画像情報・内視鏡画像・血液検査・処方内容・各種診断書・レポート  

生理検査図形情報・地域連携クリニカルパスなど                

 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域連携システムにおいて診療情報の詳細を閲覧できるという仕組みは、患者様の負担の軽減、満足度 

の向上など、地域の医療連携に大きな効果が得られます。 

 こうした仕組みが推進されることにより、地域の医療連携は、より緊密になっていくと期待されます。 

ぜひ、ご活用下さい。よろしくお願い致します。 

また、システムの初回利用時には、ご利用のＰＣに設定が必要となります。 

ご利用時、ご希望時には、地域医療連携室 担当 三谷まで、ご連絡下さい。 

連絡先 TEL 089-913-0081 直通  

 FAX 089-913-0083 地域医療連携室 直通      

 2016 春 
 



  

肥満を合併した2型糖尿病患者さんを対象としています。 
2週間毎の計6回（3か月）を1クールとして医師・管理栄養士などが集中的に介入します。 

栄養指導 

（管理栄養士による個別指導） 

やる気が続く 
減量サポートツール 

（グラフ化体重日記） （咀嚼記録日記） 

日本肥満学会「肥満症治療ガイドライン」に沿って 
やる気を継続することのできる工夫をこらしています。 

食事の問題点はそれぞれ違います。 
患者さんの病状にあわせて 

最善の食事療法を提案します。 

医療機器を貸与 

（万歩計/活動量計） 

（体重・体組成計） 減量に必要な医療機器を 
病院からお貸しします。 

目に見える効果 

（内臓脂肪測定装置） 

診察のたびに内臓脂肪量を測定します。 
減量の効果が一目で分かります。 

松山市民病院糖尿病チーム 

お問い合わせ：電話（０８９）９４３－１１５１ 

科学的根拠に基づく 
適切な治療 

当院は愛媛県で唯一の 
肥満症専門病院（内科系）です。 

当院からの最新のトピックスを 

 

お知らせいたします 

肥満外来（水曜日午後 担当 新谷医師）が始まります 

脳脊髄液減少症（低髄液圧症・低髄液圧症候群）に対する 

ブラッドパッチ（硬膜外自家血注入）について 

 

 
平成 28 年 4 月の診療報酬改定に伴いブラッドパッチ療法が保険適応になりました。 

 

当院の脳神経外科は県内唯一の施行認定施設になりますので、脳脊髄液減少症 

 

（低髄液圧症・低髄液圧症候群）に伴う、頭痛などに苦しまれる患者様が 

 

おられましたら、ぜひご紹介下さい。  

                        

 

 

がん患者さんのためのがんサロンを設置しました 
   
 
2Ｆ東側にがんサロンのスペースを開設 

 

いたしました。最新のがんの情報や 

 

ウィッグの展示、書籍の展示など 

 

これからも、患者さんとの語り合いの会 

 

やウィッグの説明会、勉強会などさまざまな 

 

催しものを開催していきます。 
             
 

退院支援加算１の算定を開始 

 

 
これまで以上に患者さんに安心で満足頂ける 

 

手厚い退院調整を地域連携室は実現します。 

 

在宅生活を続ける場合は、患者さんとともにケアマネさんや訪問看護師さん等と一緒に考え 

 

在宅生活が難しい場合は介護施設や療養のできる病院を一緒に考え、患者満足度の向上を目指します。  

                        

耳鼻咽喉科からのお知らせ  
   
 
これまでの慢性扁桃炎や副鼻腔炎などの 
 
手術に加え、 中耳炎の手術ｅｔｃ 

 

常勤医が２人体制となり、これまで以上に 

 

手術症例に取り組みます。          医師 相原 隆一 大内 伸介     

血液内科からのお知らせ  
   
 
急性白血病・再生不良性貧血・免疫抑制 
 
療法の治療において、より安全で高度な 
 
治療が行える環境として、5月より無菌室が 
 
2床設置されることになりました。 
 
当院でも患者さんにとって安全な環境のなかで治療を 
 
受けていただける体制が提供できます。 
 


	OMOTE (1) 2.pdf
	地域連携だより

